
【研究論文】

幼稚園の教育課程の変遷に関す る一考察

自然にかかわる保育内容に焦点をあてて

柴 本 枝 美

1.は じめ に

本稿 では 、幼稚 園の教育課 程の歴 史的 な変遷 にっい

て、自然にか かわ る保 育内容 に焦点 をあてて検 討す る。

ここで、自然 にかか わる保育 内容 とは、1964(昭 和39)

年 に告示 され た 「幼 稚園教 育要領」に示 されて い る 「自

然」領域 に あた る保育 内容 に類 す るもの を さす。

近年 、幼稚 園 と小学校 の連携(以 下 、幼小連 携 と示

す)が 、各地 で盛 ん に取 り組 まれ てい る。 幼稚 園 と小

学校 の連携 につ いて は、「幼小連携 」とい う言葉 は用い

られて はいな い もの の、明治初期 か らす でに幼稚 園教

育 と小学校 教育 に関す る課 題 として着 目され ていた と

い う。 小谷 宜路 は、幼小連 携 に関す る施策 の内容 を分

析 し、そ の変 遷 をま とめ てい る。そ こか ら、幼小連携

の課題 と して以下 の4点 を見出 してい る。 それ は、①

子 どもの発達 段階 につい ての とらえ方 、②発 達段 階 と

教育制 度 の関係 、③ 教育 カ リキ ュラムの連続 性 、④ 幼

児教育 、小学 校教 育、それ ぞれの独 自性 、であ る1。

幼小連 携 の現状 として は、丹羽 さがの らが2003(平

成15)年12月 に幼小連 携実践 校、お よび 園(小 学校

210校 、幼稚 園190園)に 対 して行っ た調 査 によ る と、

幼 小連携 の多 くが都道府 県 ・市区町村 の教育 委員会 、

あ るい は文部科 学省 か らの委託 で行わ れてお り、小学

校 と幼稚 園は地 理的 に近 くにあ るこ とが示 されてい る。

また、取 り組み の内容 は、幼稚 園か らす れば送 り出す

園児 、小 学校 か らすれ ば迎 える新 入生 の情 報伝 達、情

報 収集 にカを いれてお り、一貫 した教育課 程 の開発 に

取 り組む 園や学校 は少 なか った とされ る2。

各地 で幼 小連携 が取 り組 まれ てい るに もか かわ らず 、

教 育内容 の連 携 にまで至 る こ とがそ う多 くは ない原因

は どこに あるの だろ うか。酒 井朗 は、幼稚 園で は教育

課程 を 「生活 全体」 とと らえてい るの に対 し、小 学校

で は 「教科 の区切 り」 と して とらえ られて い るこ とを

指摘 して い る。 そ して 、教育課程 のつ なぎ方 として二

っ の方法 を提案す る。それ は、 「小 学校の 教育課程 に合

わせ て、幼 稚園の 中身 を領域 別 に分けた うえで両者 を

繋 げる」方 法 と、 「幼 稚園 の教育課 程に合 わせ て、小 学

校 の教 育課 程の概念 を拡大 させ る」方法の 二つ である。

酒井 は、幼 稚園の先 生が とらえる広 義の教 育課程 を重

視 し、後者 の方法 をす す めてい る3。

この よ うに、幼小連 携が進 め られ てい く中で 、幼稚

園の保 育内容 、そ してその構造化 が 改めて問 われて い

る とい え るだろ う。そ こで 、本稿 では幼 稚園 の教育課

程が どの よ うに とらえ られて きたの か、まず 日本の幼

稚園教育 の制度 的変遷 をお さえる。 その うえで、 と り

わけ 自然 にかか わ る保 育内容 が、 どのよ うに位 置づ け

られ て きたのか をみて い く。 ここで 自然 に注 目するの

は、小学校 で教科 と して設 け られ る生活科 や理 科 との

関わ りが深 く、幼 稚園 と小学校 との間 で一 貫 した教育

課程 を開発 す る際 の手 がか りにな るのではな いか と考

え られ るか らで あ る。

なお 、 日本にお いて幼児教 育 を担 うの は幼稚 園 と保

育所 であ るが、本稿 では幼稚 園に焦 点 をあてて検討 を

進 めてい く ことにす る。

2.幼 稚 園 にお ける保 育 内容 の変遷

日本 にお け る幼児教 育 は、明治初 期に始 ま る。制度

的に は、1872(明 治5)年 の 「学制 」にお いて 「六歳

迄 ノモ ノ小学 二入ル前 ノ端緒 ヲ教ル 」場 所 として 「幼

稚小学 」が位 置づ け られて いた。 しか しな が ら、 ここ

ではそ の内容 が明確 に示 され ず、幼稚 小学 を実際 に設

置す るまで には至 らなか った。

日本 にお け る最 初の幼 稚園 とされ るのは、1876(明

治9)年 に設立 された東京 女子師範 学校 附属幼稚 園で

ある。1877(明 治10)年 に出 された 「東京 女子 師範学
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校 付属幼稚 園規則 」に は、幼稚園 開設 の 目的が次 の よ

うに示 され てい る。す な わち、 「学齢未 満 ノ小児 ヲシテ

天賦 ノ知覚 ヲ開達 シ固有 ノ心思 ヲ啓発 シ身体 ノ健全 ヲ

滋 補 シ交 際 ノ情 誼 ヲ暁 知 シ善 良 ノ言行 ヲ慣 熟 セ シム

ル 」 ことにあ ると されて いる。 このほか、 定員や保 育

時 間な どが示 され てお り、保 育科 目として は 「物品科 」

「美 麗科」 「知識科」があ げ られて いた。この三つ の科

目は、 「五彩 球 ノ遊 ヒ」 「三 形物 ノ理解 」 「計数 」 「博物

理解 」 「唱歌 」 「説話 」 「体操 」 「遊戯 」な ど25の 子 目か

ら構 成 され てお り、フ レーベ ルの恩物 が大 きな比重 を

占めていた とされ る4。

1899(明 治32)年 、 「幼稚 園保育及設 置規程 」が制

定 され た。ここで、幼 稚園 にお ける保 育 は、「其心身 ヲ

シテ健 全ナル発 育 ヲ遂 ケ善 良ナル習慣 ヲ得 シメ以テ家

庭教 育 ヲ補1う ことで あ る と示 されて いる。 「保 育 ノ項

目」は、 「遊嬉 」 「唱歌」 「談話」 「手技」の四つ であ り、

それ ぞれ の趣 旨が説明 され てい る。 「手 技」 をみ る と、

「幼 稚 園恩 物 ヲ用 ヒ手 及 眼 ヲ練 習 シ心 意発 育 ノ資 ト

ス」 と示 され てお り、 こ こに恩物 が位置 づけ られ てい

た5。このよ うに、恩物 に よる保 育だ けではな く、遊戯

や 唱歌 といっ た方法が模 索 され始 めた とい えよ う。

1926(大 正15)年 には、 「幼稚 園令」 が制定 され る

に至 り、こ こにおいて幼 稚園 はその独 自性 と存在 意義

を社会的 に認 め られ るこ とになった6。幼稚 園 の 目的は 、

「幼稚園保 育及設備 規程 」 に示 された もの とほ とん ど

かわ らず 、 「家庭 教育 ヲ補 フ」こ ととされ ていた。また、

保 育内容 はそれ までの4項 目に 「観 察」 が加 え られ、

「遊戯 、唱 歌、観 察、談 話、手技 等」 の5項 目 となっ

た 。幼稚 園令 の制 定以降 、幼稚園 の普及 は加 速度 を増

し、1937(昭 和12)年 に は、幼稚園数2000か 所 、園

児 数16万2027人 に達 した とい う7。

この ころ、東京 高等女 子師範学校 附属幼稚 園 の主事

を務 めていた 倉橋惣 三(1882-1955)が 、 「誘 導保 育」

を提唱 していた。倉 橋は 、児童 中心主義 の保 育 を推 進

し、従来 の恩 物 中心保 育 を払拭す る こ とに力 を注 いだ

人 物で ある。 「誘 導」 とは、 「自分 の生活 に、興味 に、

あ る系統がつ い てきた とき に、生活 興味(事 物個 々の

興 味で な く)が お こって くる」こ とを前提 とし、 「幼 児

の 断片的 な生 活 を、あ る中心に結 び付 けさせ るこ と」

に よって、 「幼児 の興味 を深 くし、幼 児の生活 を 、いっ

そ う生活 と して発展 させ る」ことで あ るとい うa。す な

わち、子 どもの 自発的 な活動 を重 視 し、幼稚 園では 、

保 育の対象 とな る子 どもにふ さわ しい 「生活形 態」 を

させ るこ とをめ ざして いた。この ことは、 「生活 を生活

で生活へ」とい う彼 の言葉 にあ らわれ てい る とされ る9。

以 後 、1945(昭 和20)年 の終戦 に至 るまで、保 育項

目は変更 されて いない。 しか しなが ら、国民総動員 体

制 の下で行 われ たのは 、戦時色 の濃 い内容 を含 む保 育

であ り、保 育方法 も 「幼児 の 自発性 よ りも保母 中心の

保育 」 になって いったio。

この よ うに、戦 前の幼稚 園 にお いて は家 庭教 育を補

うこ とがそ の主 な 目的 として規定 されて いた。そ して、

保育 内容 は恩 物 中心か ら子 どもの 生活 中心へ と移行 し

て きた もの の、総力 戦体制 下 にお いては それ以上 の発

展 はみ られ なか った ことがわか る。

第 二次世界 大戦後 に は、連 合国最 高司令 官総 司令 部

(GHQ)の 指導 下 で、 日本 の教育 が整備 されて い くこ

とになった。1947(昭 和22)年3月 に 「教 育基本法 」

「学校 教育法 」が公布 され 、新 しい教育制 度が確 立 さ

れた。 学校教 育法 にお ける幼 稚園 に関す る規 定 をみ て

み る と、幼稚 園の 目的は 「幼 児 を保 育 し、適 当 な環境

を与 えて、そ の心身 の発達 を助長す る こ と」に ある と

され てい る。 そ して、そ の 目的を実現す るため に以 下

の五つ の 目標 をあ げてい るu。

一 健康 、安 全 で幸福 な生 活のた めに必要 な 日常 の

習慣 を養 い、身体 諸機 能 の調和的発 達 を図 るこ と。

二 園内 におい て、集 団生 活を経験 させ 、喜んで こ

れ に参加す る態度 と協 同、 自主及 び 自律 の精神 の

芽 生え を養 うこ と。

三 身辺 の社 会生活 及び事 象に対す る正 しい理解 と

態度 の芽 生え を養 うこ と。

四 言語 の使 い方 を正 し く導 き、童話 、絵本 等に対

す る興味 を養 うこ と。

五 音 楽、遊戯 、絵 画その他 の方法 に よ り、創作的

表現 に対す る興味 を養 うこと。

翌1948(昭 和23)年 には、 「保 育要領一 幼児教 育の手

びき」が刊行 され た。これ は小学校 の 「学習指 導要領」

に あ た る。GHQ教 育 部 の ヘ レ ン ・ヘ フ ァ ナ ン

(H.Heffernan)の 指導 の もと、先に あげた倉橋 惣三 を

中心に作成 され た ものであ る。 そ こに示 され た保育内
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容 は、 「楽 しい幼児 の経験」 とされ 、12項 目に分類 さ

れて いた。それ は 、 「1見学2リ ズム3休 息4自 由

遊 び5音 楽6お 話7絵 画8製 作9自 然観察

10ご っ こ遊 び ・劇遊 び ・人 形芝居11健 康保 育12

年 中行事 」で あ る。 この保育 要領の 内容 は、現場 に受

け入れ られ 、実践 がな され てい ったiz。

ただ し、保 育要領 はその保 育内容 を示 してはい る も

のの、 その内容 を どう構 造化 す るか とい う点につ いて

は言及 してい なか った。 当時 は、戦後 の新教 育運動 の

最 中に あ り、 コア ・カ リキュラム連盟 が発 足 した時期

で もあ った。 その 中心人 物で あ る梅根 悟は 、幼 稚園 カ

リキ ュ ームの 状 を 析 し、 コア ・カ リキュラ ムの類
'

ぜ
'

型 にあた るカ リキュ ラムが大部 分であ る と主張 してい

る。 そ の例 と して、梅根 は表1に 示 した よ うな香川 師

範附 属幼稚 園の カ リキュラム をあげてい る。

「保育 要領」 に対 して 「保育 内容 と 目標 とのつ なが

りについ て明示 されて いない」 「保 育内容 が系統的 、組

織的 でな いか ら、カ リキュ ラム作 成に非 常に不便で あ

る」 「保育 時数 につ いて はっき りきめてい ない」ことな

どが問題 点 として指 摘 され13、 それ を受 けて 「幼稚 園

教育 要領」が1956(昭 和31)年 に刊行 され た。幼稚 園

教育 の 目標 、幼稚 園教育 の内容 、指導計画 の作成 とそ

の運 営 とい う三章 か ら構成 されて いる。 そ して、保 育

内容 につ いては 「健 康 、 △ 、舌≡五 立 ズ

表1香 川師範附属幼稚園カリキュラム

保育内容(幼 児の生活経験)

躾

○
危
い
と
こ
ろ
で
遊
ば
な
い

○
お
友
だ
ち
に
水
を
か
け
な
い
こ
と

○
創
作
力
・
工
夫
力
を
養
う

○
水
を
大
切
に
す
る

行事

一
六
デ
ー

誕
生
会

終
業
式

夏
休
み

保健 ・体 育

夏

の
衛
生

○
飲
食
物
に
つ
い
て

○
汗

の
始

末

○
寝
冷

え
せ
ぬ
よ
う

○
蚊
・
の
み
に
気
を
つ
け
る

○
偏
食
し
な
い
よ
う
注
意
す
る

○
食
事

の
仕
方
を
注
意

海
水
浴
の
注
意

○
夏
休
み
中
の
健
康
に
つ
い
て
注
意
を
な
す

製 作 ・絵画

○

一
六
デ
ー
の
印
象
画
を
描
く

○
お
店

の
品
物
づ
く
り

(製

作
中
教
師
は
よ
き
助

言
者

で

あ
る
よ
う
個

人
製
作
よ
り
協
同
製
作
へ導
く
)

○
木
工
で

×
水
鉄
砲

×
お
船
づ
く
り

○
海
水
浴
の
絵
を
か
く

音 楽 ・リズ ム

○
唱
歌
あ
そ
び

う
り
も
の

○
唱
歌
あ
そ
び

う
り
や
さ
ん

○
直
接
経
験

か
ら
表
現
活
動

へ

×
お
た
ま
じ
や
く
し

×
め
だ
か

×
金
魚

○
リ
ズ
ム
遊
び

蛙
あ
そ
び

(二
拍
子
)

見学 ・視 察

○

町
へ
先
生
と

一
緒
に
買
物
に
ゆ
く

○
お
店
の
お
じ
さ
ん
か
ら
い
ろ
い
ろ
お
話
を
き
く

○

お
金
の
正
し
い
使
い
方
を
知
る

×
ど
ん
な
お
店
が
あ
る
か

×
店
の
装
飾

○
幼
稚
園
の
お
池
で
蛙
の
飼
育

社会

○

一
六
デ
ー
の
買
物

の
話
か
ら
幼
稚
園
で

一
六
デ

ー
遊
。

が
生
ま
れ
て
く
る

○
売
買
の
作
法
を
知
る
(幼
児
に
理
解
で
き
る
程
度
に
社
△

を
あ
り
の
ま
ま
に
知
ら
せ
る
)

○
ど
ん
な
食
物
を
と
れ
ば
体
が
丈
夫
に
な
る
か

○
し
や
ぼ
ん
玉
あ
そ
び

○
池
や
小
川
に
舟
を
浮
べ
て
遊
ぶ

○
幼
稚
園
の
社
会
生
活
を
家

庭
生
活
に
移
し
楽

し
い
夏
休

み

を
す
ご
し
い
ろ
い
ろ
の
経
験
を
さ
せ
る

蓋 ま五
口 口口

○
町
へ
出
て
お
店
の
小
父
さ
ん
た
ち
と
お
話
を
す
る

○
紙
芝
居

「お
母
さ
ん
は
ど
こ
へ
」

○
食
べ
物
の
好
き
嫌
い
に
つ
い
て
話
し
合
う

○

買
物
ご
つ
こ
の
御
挨
拶
に
つ
い
て

○
紙
芝
居

「か
に
の
遠

足
」

○
劇
あ
そ
び

「か
に
の
遠
足
」

目標

1
ご
つ
こ
遊
び
に
よ
り
社
会
性
の
発
展
を
は
か
る

2

一
六
デ

ー
遊
び
を
通
し
て
製

作

の
喜
び
を
味
わ
せ

工

夫
・創
作
力
を
養
う

1
海

辺
や
川
で
自

由
に
の
び
の
び
と
遊
ば
せ
て
楽
し
い
と
き
を

過
す

2
い
ろ
い
ろ
の
水
遊
び
を
通
じ
て
科
学
心
の
芽
生
え
を
培
う

単

元

お
店
ご

つ
こ

夏
の
あ
そ
び

期

間

七
月

晦

を

根悟 「幼稚園カリキュラム」(東京教育大学教育学研究室編 『教育大学講座9
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ム、絵 画製作」 の6領 域 が示 されて いた。 この6領 域

は 、幼 児の 「望 ま しい経 験」 を 目標 に した がって分類

した もので ある とされ 、小学校 以上 におけ る教 科 とは

異 な る もので ある ことが明記 され てい た。 しか しなが

ら、要領 を改訂 した 目的 は、幼稚 園だ けではな く、小

学校 か ら高等学校 まで も含 めて 、教 育 内容 の国家 的な

基 準 を示 す こ とにあ り、保 育 内容 に関 してい えば小学

校 と一 貫性 を もたせ るこ とが め ざされ ていた とい う。

したが って、6領 域 ごとの活 動がお こな われ る とい う、

教科 主義的 な傾 向 が広ま ってい く結 果 になった14。

1964(昭 和39)年 の改訂 と同時 に、幼稚 園教育 要領

は 「告示」 され るに至 り、学習指導 要領 と同 じ く法的

拘束 力 をもつ もの として位 置づ け られた。この改訂 は、

教科 的な指導 への方 向性 を転 換す るた めに、子 ど もの

経 験や 活動 を通 じて 、総 合 的にね らい を達成 す るこ と

が強調 されて はい るものの 、実際に は指導法 の改善 に

まで はなかな か至 らなか った15。

これ 以降、1989(平 成元)年 の改訂 に至 るまで の25

年 間 、6領 域 が教育課程 の基 準 として存在 し続 け た。

1989(平 成元)年 の改訂 で は、保 育 内容 の見直 しが な

され 、6領 域 か ら5領 域 へ と改 め られ た。 改訂 に際 し

て設置 された調 査研究協 力者会議 で は、幼稚 園の実態

を調査 し、一部 の幼稚園 にお いて幼稚 園教育 につい て

の共通理解 が得 られてい な い とい う結果 を報告 した。

そ して 、幼稚 園教 育要領 がね らいを羅列 したにす ぎず 、

そ の内容や 方法 が示 され てい なかった ことに原 因が あ

る と し、具体的 な指導内容 や方 法を明確 に打 ち出す こ

とに した とい う16。そ の基 本方針 にお いては、 「幼稚園

教 育の基本 は環境 に よる教 育 である」 こ とに重点 がお

かれ 、 「幼児 の生 活の 自然 な流れ に即 して、幼児 が 自ら

環境 とかかわ って活 動す るこ とに よって、健康 な心 と

体 、豊 かな感 情 、人 とか かわ るカ 、積極 的に もの ごと

に取 り組 む意 欲や 態度、創 造力 な どが培 われ る」 と強

調 され ている。 この よ うな保育思想 は 、先 に あげた倉

橋惣 三 の思想 を受 け継 い だ もの であ る といえ るだろ う。

現 行 の幼稚 園 教育要領 は、1998(平 成10)年 に改訂

され た ものであ る。 改訂 の基本的 な方針 として は、①

遊 び を中心 とした生活 を通 して 、一 人一人 に応 じた総

合 的な指導 を行 うとい う幼 稚園教 育の基本 的な考 え方

を 引 き続 き充 実発展 させ る こと、②幼 児理解 に基 づ く

計画 的 な環境 の構 成や遊び へ のかかわ りな どにお け る

教師 の基本的 な役割 を明確化 す るこ と、③生 きるカ の

基礎 を培 うために 「ね らい 」及び 「内容」 を改善す る

こと、④ 小学校 との連 携 を強化 す るこ とを視 野に いれ 、

幼稚園 にお ける主体的 な遊び を中心 とした総 合的 な指

導か ら小学校へ の一貫 した流れ がで きる よ う配 慮す る

こと、⑤社 会の 変化 に応 じて幼稚 園運営 の弾力 化 を推

進 す る こ と、が あげ られ てい る17。その方 針 に基づ い

て、先 の改訂か ら継続 されて いる5領 域 の内容 の取扱

いが示 され てい る。

この よ うに、幼 稚園 の保育 内容 につい ては 、戦前戦

後 を通 じて、基本 的に は子 どもの活 動 を中心 として構

成 され てい るとい えるだろ う。幼 稚園教 育の特 徴で あ

る活 動 中心 の総合 的な指 導は 、そ れぞれ の領域 で どの

よ うに示 され てい るの だろ うか。 次節で は、保 育内容

の 中で も 「自然」 にかか わる領域 に焦点 をあて て、内

容の詳 細 を検討 してい くこ とに しよ う。

3.自 然にか かわ る保育 内容 の変遷

「自然 とのかか わ り」 の とらえ方 につ いて、井 上美

智子 が環境教 育の視 点か ら、法令等 を主な 分析対象 と

して 、そ の 目的 と内容 を分 析 してい る18。 また、戦前

の幼稚 園にお け る 「自然」指 導の歴 史につ いて は、三

井澄雄 の研 究 に詳 しい19。 ここで三 井が い う 「自然 」

とは 、1964年 版 の幼稚 園教育要 領 に示 され た6領 域 の

一つ を指 して い る
。三井 は 「自然」領域 の指導 は、 「幼

稚 園 におけ る自然 科学 教育」 であ る とし、そ の指導 の

歴 史 を概観 してい る20。

先 に述 べた東京 女子 師範学校 附属幼稚 園 において は、

「博物理解 」 が 「自然 」指導 にあた る とし、重 点が置

かれて いた科 目であ った ことを三井 は指 摘 してい る。

「博物理解 」 では、多数 の博物 標本 を用 意 し、幼児各

自が 自分の菜 園兼 花壇 で園芸 を行 っていた。 また、本

校 の理科 教室 で、幻燈 も行われ てい た とされ る。そ の

後 、1881(明 治14)年 に保育科 目が改正 され 、 「博物

理 解」 は 「庶民 ノ話」 に変更 された。つ ま り、 「談話」

の一種 として扱 われ る ことになった。 その ため、博物

標 本や 自然 観察 に加 えて、言語 学習 も含 まれ る よ うに

なった こ とが示 されて い る21。

1889(明 治32)年 に制 定 された 「幼稚 園保育 及設備

規程 」 にお いて は、先 にあげた よ うに保 育項 目として

「遊嬉 、唱歌 、談 話 、手技」 の4項 目が提 示 されてい
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た。 それ ぞれ の内容 につ いて は、第 六 条に示 されて い

る。談話 の内容 をみ ると、 「談話ハ有 益 ニシテ興 味アル

事 実及寓 言、通 常 ノ天然物 及人 工物 等 二就 キテ 之 ヲナ

シ徳性 ヲ洒養 シ観 察注意 ノカ ヲ養 ヒ兼 テ発 音 ヲ正 シク

シ言語 ヲ練習 セ シム」22と示 されて いた。この よ うに、

談話 の教材 として 「天然物 」 を用 い るこ とは示 されて

は いる ものの、そ の 目的 は 「徳性 ヲ酒養」 す るこ と、

「観 察注意 ノカ」を養 うこ と、 「言語 ヲ練習 」させ るこ

と とされ、 「自然」に関わ る内容 にそれ ほ ど重点 がおか

れて いなか った と考 え られ る。

続 く大正期 には、各幼 稚 園の方針 に応 じてい っそ う

自由 な保 育が行 われ るよ うになった。 文部省 の調査結

果 か ら、保育 内容 と して 「観 察」 「園芸 」 な ど 「自然 」

にかか わ る内容 を取 り上げ る幼 稚園が 増 えてきた こ と

が示 され てい る23。そ して、実 際 の幼 稚 園現場 にお い

て、次第 に導入 されつつ あ った 「観察 」が 、1926(大

正15)年 の 「幼稚 園令」 によって、正式 に保 育項 目の

一 っ と して取 り入 れ られ た。この よ うに、 「観 察」が取

り入 れ られ たの は、事実 上保育 内容 と して存在 してい

た とい う理 由 だけで はな く、 「小学校 にお け る理 科教

育 の広が り」zaに よる影響 もあった と され る。

昭 和前期 の幼稚 園教育 におい ては、「観 察」の導 入に

伴 い、そ の指 導方法 や内容 につい ての研究 が さかんに

行 われ 、実践 が進 め られて いた。雑誌 『幼児 の教 育』

に は、幼稚園 令公布 後約1年 、毎 号 「観察 」 に関す る

記事 が掲 載 され て いた とい う25。そ こに示 された 実践

をみ てみ る と、確か に三井 も指 摘 してい る ように 「い

ろい ろな こと」 を行 っては いる もの の、内容 や子 ども

の発達 をふ まえ、系統性 をもって構成 され た もの であ

る とはいいが たい。三 井は 、東 京女子 高等師 範学校 附

属幼稚 園での研 究 を中心に 、昭和初期 にお ける 「観察 」

につ いて分析 してい る。

東京女 子高等 師範学校 附属幼稚 園で は、『系 統的保 育

案 の実際』 を発行 し、研 究 を進 めてい た とい う。 同 園

では 、そ の後 も さらに研 究 を進 め、そ の成果 を 『観 察

の実際』(フ レー ベル館 、1938年)と して ま とめて い

る。 この 『観察 の実際』 は、 当時、幼稚 園保 育の観 察

について のめやす で ある と評価 され、実 践が推 し進 め

られ てい った とい う26。

た とえば、「豆の花 と実」の実 践で は、子 どもた ちが

日常の場 で気づ いた ことか ら、花 と実 にっい ての詳細

な観察 へ と深 まっ ていった こ とが示 され て いる。 そ こ

には 、エ ン ドウとスイー トピーの豆 を子 ど もた ちが比

べて いる ときに、 「『ええ どち らもお豆 ね。ほ らこのお

花の形 、エ ン ドウの 白いの とスイー トピーの 赤いの と、

ほ ら、よ く似 てい るでせ う。 こん な形 のお花 の咲 くの

はみん なお豆 が出来 るの よ。藤 だな にお 豆が なったで

せ う、藤 の花 もそ っ くりの形 だった のよ』 私 はここで

言ひ過 ぎたか な、今 こ こにな い藤 の花な んか もち出 し

た り して 、【以 下略]」 と、実 践者 が反省 してい る場 面

があ る。また 、「特 に構 えたので はな くて思 ひ がけな く

よ く観 察 が出来 たや うな気 が した。」と感想 を述べて い

る27。 この よ うに、 あ くまで も子 どもの活動 を 中心 と

して、観察 が進 め られ ている ことがわか るだ ろ う。

また、 「早春 のお庭 の観察 」で は、「『幼稚 園 の庭 に今

どんなお花 が咲 いて居 るでせ うか。 これか らそれ を見

に出か けませ う。』『先生 、よい香 のす るお花 が咲い て

い ます』 『よい香 のす るお花 っ て、 ヂ ンチ ャウゲでせ

う』『さ う。 よ く知 って ゐま したね。[以 下略1』」 とい

うよ うに、 まず問答 か ら始 まって いる。 それ か ら、実

際の観 察へ と向か うので ある。観 察の際 には 、 「時間 を

無駄 にす るこ とな く、成 るべ く早 く 自ら観 察す る態度

を養成す るこ と」が重視 され 、「全体的 に 自然的 に之 を

観 察 させ 、花 を味ひ花 を愛す るや うな子供 に育 てる こ

とが肝 要」 であ る とされて い る28。こ こで は、 子 ども

の主体的 な観察 を通 じて、 自然 を愛す る心情 を養 うこ

とも目的 と してい るこ とが明確 に示 され てい る。

この よ うに子 どもの観 察す る活動 自体 に重点 をおい

て進 め られ てい た研 究 ではあ るものの、総 力戦体制 が

強化 され る中で 、変化が み られ た。 先に あげた 『系統

的保 育案 の実際』の改訂版 が1941(昭 和16)年 に発行

され 、 「観 察」 の項 目で は、 「国旗掲 揚場」 「軍艦」 「慰

問袋 」 「勲 章(傷 疲 軍人賞)」 「飛行機 」 「パ ラ シュー ト」

「兵器 」 な どが示 されて いた とい う。 しか しなが ら、

三井 に よれ ば 当時行 われ ていた実践 は、それ まで の観

察 とかわ らない指導 がな され ていた とされ る29。

以上 みて きた よ うに、戦前 にお け る自然 にかか わる

領城 につい ては、 「観 察」とい う保育項 目が設 定 され て

いた こ とが わか る。 そ して 、そ こで は、子 どもの主体

的な観 察活動 を重視 し、その うえで 自然を愛す る心情

を も養成 しよ うと していた こ とがわ かった。

さて 、戦後 の幼 稚 園教 育にお いて は、 どの よ うに展
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表2自 然の経験の計画例

時期

4月

5月

6月

7月

9月

10月

11月

12月 ～3月

活動

小川あそび

草花つみ

かえるつり

水あそび

秋の草花つみ

どんぐり拾い

落ち葉拾い

雪あそび

要旨

めだか ・おたまじゃくし・たにし等を捕 り、ささ舟

を流し、春の自然を体験させる。

野原で草花をつんで遊ばせ 、春の 自然を楽し

む。

花…っゆくさ・れんげそう・たんぽぽ等

草…のびる・はこべ ・すいば等

小川 や池などで、かえるや えびがにをとって遊

びながら観察させる。

砂場で水鉄砲をしたり、じょうろで水をまいたり

して遊ばせる。

すすきの穂が出、はぎが咲くころ。秋 の野原 で

おもしろく草つみをして遊ばせる。

どんぐりがおちるころ、どんぐりを拾って遊 ばせ

る。

雑木林 の中にみちびいて落ち葉を拾いながら

遊ばせる。

適 当に雪が降った時 、雪投げや 、雪だるまを

作って遊 ばせる。

注意

浅い危険のないところ、たんぼなどもよい。手

や足を洗う場所を考慮にいれる。

4月 下旬から5月 上旬がよい。危険のない場

所で 自由 にのんび りと草花 をつ んで遊ばせ

る。

っるには小さい棒 に意図をつけて虫などをくく

りつける。

人に水をかけないように、けんかのもとになら

ないように社会性の発達を考慮する。

月見の行事 と結 びつけるのもよい。すす きは

手を切るので注意を要する。

どんぐりでいろいろの遊びをさせる。

落ち葉だけなく、きのこ、その他 虫などに及ぶ

のもよい。落ち葉はただ拾うだけでなく、並べ

たりして落ち葉遊びをするとよい。

終ったあと手を暖 めたり、足をかわか したりす

ることを忘れてはならない。

『幼 稚園教育要 領 ・保 育所保 育指針 ・保育要領』(教 育出版 、1989年 、89頁)を も とに筆者 作成。

開 していった のだ ろ うか。 前節 で述べ た よ うに、1947

(昭和22)年 の 「学校教 育法 」によって 、幼稚 園教育

の 目標があげ られ 、教 師や親 、保 育者 の手引 き として、

翌年 「保 育要領 」が 定め られ た。その 中で、12の 項 目

で示 され てい る保 育内容 の うちの一つ と して、 「自然

観 察 」があげ られてい る。 こ こにお いて、 自然や そ の

ほか の事 象 を もその対 象 としていた戦 前の 「観 察1か

ら、 自然のみ を対象 として観 察す るこ とが独 立 して示

され る ことに な った ので ある。そ こで は、 「幼児 に とっ

て 自然界の事物 ・現象 は驚異 と興味 の中心 をなす 未知

の世 界」だ と され、 「幼児 期 か ら素ぼ くな颪感 に よって

もの ごとを正 しく見 、正 しく考 え、正 しく扱 う基礎的

な態 度を養 うことが たいせ つであ る」 と述べ られ てい

る30。そのた め に、 どの よ うな活動 をす るの か、表2

の よ うな計画例 が あげ られ てい る。

そ の後、1956(昭 和31)年 の 「幼 稚園教 育要領」 で

は 、保育内容 を 「組織 的 に考え、 かつ指導計画 を立 案

す るため」に 、幼児 の生活経 験を六 つの 「領域 」 に分

類 した。領域 は、「小学校 以上 の学校 におけ る教科 とは、

その性 格を大 い に異 にす る」 とされ ていた31。

領 域の一っ として設 定 され た 「自然 」の内容 をみ る

と、観察す る対象 として 、動植 物や 、 自然現象 が具 体

的 に示 され てお り、観察 力を養 うこ とが め ざされ てい

た32。 これ は、子 どもの科学 的 な認 識 を育む た めの準

備 として幼 稚園教 育 を位 置づ けてい るとい えるだろ う。

自然 との かかわ りは、 「豊 かな人 間性 を養 う」 「科 学性

の芽ば えをっ ちか う」 「生活 に適応す る」33ために重要

で ある と位置 づ け られてお り、教育 の現代化 の影響 か

ら小学 校学習 指導 要領 において科学 的な知識 が重 視 さ

れ たの と時 を同 じく して、幼稚園教 育で は、「科学性 の

芽 ばえ」 をつ ちか うこ とがめ ざされ てい たので ある。

1964(昭 和39)年 の改訂 におい て、「幼稚 園教 育は、

小学校 教育 と異 な るものがあ るこ とに留意 し、そ の特

質 を生か して適切 な指導 を行 うよ うにす る こ と」 とい

う基本方 針 があ げ られ てい る34。つ ま り、小 学校 の教

育 内容 との系統性 に重点 をお きす ぎ るこ とな く、幼児

の心身の発 達 に即 した教 育を担 うことが示 され てい る

と考え られ るだ ろ う。領域 「自然」 の項 目をみ てみ る

と、以下 の4点 がね らい として あげ られ てい る35。す

なわち 、 「一 身 近な動植物 を愛護 し、自然 に親 しむ。」

「二 身近 な 自然 の事象 な どに興 味や関 心 をもち、 自

分 で見た り考 えた り扱 った り しよ うとす る。」 「三 日

常 生活 に適応 す るため に必要 な簡 単な技能 を身 にっけ

る。」 「四 数量や 図形 な どにつ いて興味や 関心 を もつ
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よ うにな る。」 である。

そ して、 それぞ れのね らいの 具体 的 な内容お よび指

導 にあたっ て留意す る こ とが示 され てい る。留意 事項

をみ てみ る と、保育 要領 では、幼児 の疑 問に 「そ の時

期 の幼児 を満 足 させ る解答 を与 えてや る ことが たいせ

つ」「科 学的態 度 を養 うに は、幼児 にその生 活環境 を理

解 させ な けれ ばな らない」36と い うよ うに 、幼 児 の知

識 理解 に関わ る項 目がみ られ た。一 方、幼稚 園教育 要

領 で は、 「自然 に親 しむ 態度や 自然 に対す る感 動 の芽

ば えをつ ちか うよ うにす る」 「幼児 の発 達 に応 じた考

察 力や理 解力 を養 うよ うにす るこ と」37な ど、それ ほ

ど知識理解 に は重 点 がお かれ ていな い ことがわか る。

その後 、25年 ぶ りの改訂 に よって、領 域 「自然 」は

「社会 」 と ともに新 しい領 域 「環境 」 に組 み込 まれて

い った。 「環 境」 のね らいは 、以 下の三 つで ある。

(1)身近 な環境 に親 しみ 、自然 と触 れ合 う中で様 々な

事 象 に興味や 関心 を もつ。

(2)身近 な環境 に 自分 か らか かわ り、それ を生活 に取

り入 れ大 切に しよ うとす る。

(3)身近 な事 象 を見た り考 えた り扱 っ た りす る中 で 、

物 の性質 や数量 な どに対す る感 覚 を豊 かにす る。

1989年 版 の幼 稚園教 育要領 におい ては 、保 育要領 で

み られ た よ うな小学校 以降 の学校生活 に対す る準備教

育 と しての位 置 づ けはな され ていな い。そ こでは、 「幼

児 の主体 的な活 動 を促 し幼児期 にふ さわ しい生活が展

開 され るよ うにす る」38こ とが幼稚 園教 育の基 本 の第

一番 目にあげ られて いるの であ る
。基 本は3点 あげ ら

れ てお り、それ に基づ いて領域 「環境 」が果 たす役割

は、 「自然や 社 会 の事 象 な どの身 近な環 境 に積極 的 に

関わ る力 を育 て、生活 に取 り入れ てい こ うとす る態度

を養 う」39こ とに ある と示 され てい る。

この こ とは 、同年 に改訂 され た小学校学 習指導 要領

にお いて 、小学校 低学年 の理科 と社会科 にか わって、

「生活 科」が新設 された こ とと無 関係 で はない だろ う。

「生活 科」 では 、 自然現象や 動植物 に関す る学習 だけ

で はな く、社 会科 学的な学 習 も行 うこ とにな る。 そ こ

で、 「生活科 」へ の移行 をスムー ズにす るため に、子 ど

もた ちの周 りを と りま く 「環境 」 を領 域 として設 定 し

た と推 測す る ことがで きよ う。

この よ うな過程 を経 て、現行 の幼稚園 教育要領 に至

る。1998(平 成10)年 に改訂 され た幼稚 園教 育要領 に

おいて は、各領域 の 「留意事項 」がr内 容 の取扱 い」

に名 称変 更 され た。領域 「環境 」のね らい に も、若 干

の改訂 が加 え られ て い る(傍 点は 引用者 に よる)。

(2)身近 な環境 に 自分 か らか かわ り、親 を禁6ん だ

n,考 え た クL,そ れ を生活 に取 り入れ よ うとす る。

(3)身近 な事象 を見 た り、考 えた り、扱 った りす る中

で、物 の性 質や数 量 、丈 掌な どに対す る感 覚 を豊 か

にす る。

この よ うに、 自然 にかか わ る領域 の保育 内容は、 ど

の時代 にお いて も共 通 して子 どもたちが実 際に 自然 に

触れ合 う活 動を重視 し、そ の活動 を通 じて、科学的 な

見方や 考 え方 の基礎 をは ぐ くみ、 「豊 かな人 間性 」を養

うこ とがめ ざ されて いた ことがわか った。

4.お わ りに

以上み て きた よ うに、幼稚園 の保育 内容は 、明治 初

期 の東京 女子師範 学校 附属幼稚 園 にお け る3科 目25

子 目か ら始 ま り、以降 、4領 域 、5領 域 と変遷 し、戦 後

は じめ には12領 域 に拡 大 され た ものの 、再び6領 域 に

集約 され 、現在 の5領 域 に至 った。 さらに、 自然 にか

かわ る領域 につ いてみ てみ る と、位置づ けや名称 は変

遷 しなが らも、 自然 事象や動 植物 を観察す る活動 を中

心 とし、具 体的 に見 た り体験 した りす るこ とを通 じて、

感覚 的 に 自然 をまず と らえ る とい うことに力点 がお か

れて きた とい うこ とが わかった。そ うす るこ とで、 「科

学的 な見方や 考 え方 の芽生 え」 を培 い、 自然に対す る

「親 しみや 畏敬の念 、生命 を大切 にす る気 持 ち」な ど

を養 うことがめ ざ され て きた。

ま た、そ の変遷 過程 におい ては 、強調 され るか ど う

か とい う違い はあ るものの 、小学校 の教育 内容 との系

統性が論 点 の一っ として あげ られて はいた。 その内容

を さ らに詳細 に見て行 くこ とで、幼小連 携 のカ リキ ュ

ラムの方 向性 を検 討 してい きたい。
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